
開催日： 　令和７年９月２２日　～　９月２６日　４日間開催

内 容 ：

令和７年度　第８回「消費者の部屋」特別展示

◆環境に優しい農業の普及に向けて◆

　２０２１年に農林水産省が策定した「みどりの食料システム戦略」に基づ
き、２０５０年までに化学農薬の使用量（リスク換算）を５０％低減、化学肥
料の使用量を３０％低減などの目標を掲げ、環境に優しい農業を推進していま
す。本展示では、環境に優しい農業に取り組んでいる生産者等の紹介をしまし
た。

環境にやさしい農業 国における取組

有機JAS認証生産者紹介 特別栽培農産物認証生産者紹介

有機農産物取扱小売店紹介 有機農産物取扱料理店紹介



環境にやさしい農業

環境にやさしい農業のことを、「環境保全型農業」と
いいます。
私たちの食事の食べ残しや家畜ふん尿などの資源（有

機物）からたい肥をつくり、これを使って作物の栽培に
必要な土づくりをします。あわせて、化学肥料や化学合
成農薬にできるだけ頼らない技術を用いることにより、
将来にわたって環境と調和のとれた農業生産活動を続け
ることができる農業のことです。

みなさんが環境にやさしい農産物を簡単に見つけられ
るよう「エコファーマー認定制度」「沖縄県特別栽培農
産物認証制度」「有機農産物（有機JAS）認証制度」と
いう３つの制度があります。

３つの制度の違いや探し方

３つの制度の
違いや探し方は

これ！
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共同配送等の
物流拠点

鉄道輸送

海上輸送

航空輸送

①関係者の理解の増進 ②技術の研究開発の促進 ③技術の普及の促進

④環境負荷の低減に資する
生産活動の促進

⑥環境負荷の低減に資する
農林水産物等の流通の合理化の促進

⑦環境負荷の低減に資する
農林水産物等の消費の促進 ⑧評価手法等の開発

広報活動の充実 産学官連携の強化、研究者の養成等 栽培マニュアル等の情報提供や普及事業の展開

消費者への適切な情報提供、食育の推進 地力増進、化学肥料・化学農薬の使用
低減、温室効果ガスの削減・吸収 など

原材料の生産等の状況に関する情報収集・提供

脱炭素化等の定量化・評価手法
（見える化）の検討

ICT化、モーダルシフト、集出荷拠点の集約化等

⑤環境負荷の低減に資する
原材料の利用の促進

○ 関係者だけでは解決し得ない課題に対処するため、特に国が行うべき取組の方向性を明確化。

国における取組
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有機農産物取扱小売店
オーガニック市場てんぶす
場所：沖縄市比屋根2-2-8（泡瀬本店）

取組概要 取材日：R5.12.4（月）

普及に向けて

現状と課題

県内２か所（泡瀬本店、那
覇店）で有機農産物、有機加
工食品及び有機農産物・特別
栽培農産物を使用したお弁当、
惣菜などを販売。
〈取組のポイント〉
・生産者による販売価格の設定
・福岡県産の醤油や味噌などをオリジナル
パッケージでプロデュース
・取扱品目にバリエーションを出すため、県
内、県外の気候の違いを利用した有機農産
物を調達
・大手スーパーが仕入れにくい生産者・加工
業者こだわりの商品などの積極的な仕入れ

〇消費者が有機農産物に
関心を持ったと感じる
タイミング

〇有機農産物取扱いに
関して

・赤ちゃんが生まれたとき
・体の調子が悪いとき
・家族が病気になったとき

・１ヶ所からの入荷量が
限られることから、複
数カ所からの仕入れな
どが必要であり、送料
負担が大きい。

〇有機農産物購入の負担感
・購入者の６割ほどがリピーターであり、生活に無
理のない範囲で取り入れてくれている。

〇集出荷場の設置
・県内の有機農産物に関しても、集積する場所
や業者があれば、県外業者からの発注等の利
用が増え、販売先確保への不安が減るのでは
ないか。
〇所得増に向け戦略の幅を広げること
・土づくりにこだわっている方も多いと思う。
家庭菜園や観葉植物用に袋詰めした土を販売す
るなど、農産物とは別の収入源を確保すること
ができれば、安心して有機農業に取り組めるの
ではないか。

小売店に
聞きました

①
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浮島ガーデン
場所：沖縄県那覇市松尾２丁目12-3

取組概要 取材日：R6.1.15（月）

普及に向けて

現状と課題

県産有機農産物を利用
した料理を提供するお店
の展開や冷凍食品などの
加工品の製造・販売を行
う。
〈取組のポイント〉
・仕入れは本島（西原町等）や離島（竹富町等）
の有機農業者のもとへ自ら足を運んでルートを
開拓。

〇仕入れ時の状態
・仕入れている有機農産
物は加工調理するので、
形質はそこまで気にな
らず、問題なく利用で
きている。

〇消費者の意識
・健康だけでなく、環境
への問題等を考え、有
機農産物を選ぶ消費者
が増えている。

〇有機野菜が少ない
・県内の有機農産物は量が
少なく、仕入れに苦労。

〇送料の高騰
・輸送費高騰の影響で送料
が上がり、離島及び県外
からの仕入れ値が高く
なっている。

〇環境の変化
・気候変動に伴い、地域に
よっては収量が大きく減
少しているのではないか。

〇有機栽培を広げるためには

・有機農産物を生産する小規模農家を守る支援
（特に機械の補助）が必要。
・有機栽培に挑戦するためには、勇気がいる。
農家の生活を支援する事業があったら良いと
思う。

・地域支援型農業（CSA）にも取り組む。
※ 消費者と生産者が連携し、前払いによる農産物契約を通じ
て、相互に支えあう仕組み

・沖縄県内の有機農業の普及・支援に向けて活動中。

〇今後の自社の取組について
・有機農産物の加工に力を入れていき、環境意
識などが高い海外に向けた輸出を検討。
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飲食店に
聞きました

①


